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友
好
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

善
導
大
師
遠
忌
事
業
と
し
て

　
善
導
大
師
の
千
三
百
年
遠
忌
（
昭
和
五

＋
五
年
）
法
要
を
機
会
に
、
大
師
の
顕
彰

を
計
画
し
て
い
る
本
宗
で
は
、
事
業
の
『

つ
と
し
て
日
中
友
好
浄
土
宗
文
化
交
流
協

会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
る
八
月

四
日
に
そ
の
役
員
会
を
開
い
た
。

　
こ
の
協
会
は
、
有
縁
の
人
々
に
呼
び
か

け
て
広
く
会
員
を
募
り
、
当
面
の
問
題
で

あ
る
日
中
友
好
運
動
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
、
ま
ず
正
し
い
中
国
の
理
解
の
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
計
画
と
と
も
に
、
善
導
大

　
本
宗
に
は
昔
か
ら
海
外
留
学
生
制
度
が

あ
っ
て
、
立
派
な
僧
侶
、
特
に
学
問
の
道

に
生
き
る
僧
侶
を
つ
く
る
た
め
に
、
何
人

か
の
人
を
海
外
に
留
学
さ
せ
る
習
わ
し
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
留
学
生
の
一
人
で
、
静
岡
県
焼
津

師
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、
中
国
に

参
拝
団
を
送
り
、
大
師
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
西
安
そ
の
他
を
訪
問
す
る
な
ど
、
具
体

化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
目
下
、
理
事
長
に
塚
本
善
隆
博
士
、
副

理
事
長
に
太
田
秀
三
師
を
い
た
だ
き
、
ま

た
理
事
に
は
藤
堂
恭
俊
師
ら
十
一
名
の
人

人
を
選
出
し
て
、
ま
ず
役
員
の
構
成
を
終

え
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
積
極

的
に
文
化
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ

と
に
な
る
模
様
で
あ
る
．

　
ロ
に
で
り
　
イ
む
　
ド
し
も
　
ざ
ど

》
締
鑑
雛
き
孫
膚
樽

．
謝
廟
》

市
に
あ
る
教
念
寺
の
法
嗣
と
な
っ
て
い
た

北
山
淳
友
師
は
、
大
正
大
学
を
大
正
十
三

年
に
卒
業
後
、
す
ぐ
さ
ま
ド
イ
ツ
に
留
学

し
て
マ
ー
ブ
ル
グ
大
学
に
赴
き
、
そ
こ
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
た
わ
る
仏
教
哲
学
の
研

究
に
励
ん
だ
。
や
が
て
ド
イ
ツ
の
哲
学
博

、
　
　
　
　
　
　
　
士
の
称
号
を
受
け
、

フルトフスキー夫妻と北山宏明師

大
学
教
授
の
職
に
あ

っ
た
が
、
今
次
の
大

戦
の
た
め
に
戦
禍
を

さ
け
て
チ
ェ
コ
ス
ロ

バ
キ
ア
に
移
り
、
同

国
の
プ
ラ
ハ
大
学
の

教
授
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
同
国
が
共
産

主
義
国
で
あ
る
た
め

日
本
へ
の
帰
国
も
む

ず
か
し
く
な
っ
た
ま

ま
、
病
を
得
グ
＼
昭

和
三
十
七
年
、
五
十

八
歳
で
異
国
の
土
と
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、

　
同
師
の
令
弟
で
あ
り
　
教
念
寺
住
職
で

あ
る
北
山
宏
明
師
は
、
そ
の
兄
の
病
気
を

聞
き
、
む
ず
か
し
い
手
続
き
の
な
か
を
同

国
に
赴
き
冤
の
遺
骨
を
故
国
に
も
ち
か

え
っ
た
が
　
そ
の
折
、
淳
友
師
の
執
筆
し

て
い
た
論
文
が
、
ド
イ
ツ
に
あ
る
と
い
う

連
絡
を
う
け
、
さ
る
五
月
に
再
び
単
身
ド

イ
ツ
に
赴
い
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
淳
友

師
の
秘
書
で
あ
り
、
今
は
ビ
ル
デ
カ
ル
ト
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お
彼
岸
の
起
源
は
、
古
く
平
安
初
期

に
遡
り
、
　
一
宗
｝
派
に
限
定
さ
れ
な
い

通
仏
教
的
な
行
事
と
し
て
、
全
国
に
行

き
わ
た
り
ま
し
た
。
実
に
千
有
余
年
の

歴
史
を
基
盤
と
し
た
、
こ
の
彼
岸
の
風

習
は
、
早
く
平
安
中
期
の
代
表
的
文
学

で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
や
『
蜻
蛉
（
か

げ
ろ
う
）
日
記
』
に
も
記
載
さ
れ
、
ま

た
さ
ら
に
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
や
地
口
（
じ

ぐ
ち
）
な
ど
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
庶
民
生
活
に
奥

深
く
浸
透
し
、
趣
き
ゆ
た
か
な
風
俗
習

慣
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

移
り
ゆ
く
季
節
感
と
結
び
つ
い
て
「
暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
い
、
ま
た

二
二
二

・
フ
ル
ト
フ
ス
キ
ー
夫
人
と
な
っ
て
い
る

女
性
の
も
と
に
、
大
事
に
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
感
激
と
喜
び
の
う
ち
に

こ
れ
を
祖
国
に
持
ち
帰
っ
て
き
た
。

　
論
文
は
仏
教
哲
学
と
い
う
内
容
で
あ
る

が
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
あ
り
、
し
か

も
現
在
の
ド
イ
ツ
の
仏
教
学
者
の
中
に
は

こ
れ
を
理
解
す
る
者
が
な
い
ほ
ど
、
む
ず

か
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
し
か
し
、

宏
明
師
は
、
な
ん
と
か
し
て
亡
き
兄
の
研

究
を
出
版
し
た
い
も
の
だ
、
と
い
う
念
願

に
燃
え
て
い
る
、

　
ち
な
み
に
論
文
は
タ
イ
ブ
用
紙
一
千
枚

近
い
彪
大
な
も
の
で
、
一
生
海
外
で
勉
学

に
捧
げ
た
淳
友
師
の
努
力
が
、
ま
ざ
ま
ざ

と
み
せ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
淳
友
師
は
、

ま
さ
に
生
涯
を
異
域
で
研
究
に
徹
し
た
異

例
の
学
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

彼
岸
の
こ
ろ
に
な
る
と
団
子
（
だ
ん

ご
）
を
想
い
出
す
、
と
い
っ
た
ぐ
あ
い

で
す
。

　
さ
て
、
彼
岸
と
は
、
此
岸
に
対
す
る

こ
と
ば
で
、
迷
い
・
悩
み
・
生
死
の
生

彼
岸
に
思
う

活
で
あ
る
「
此
の
岸
」
に
対
し
て
、
悟

り
・
安
養
・
不
生
不
死
の
浬
繋
（
ね
は

ん
）
の
生
活
で
あ
る
「
彼
の
岸
」
を
意

味
す
る
も
の
で
す
。
仏
教
の
最
高
最
深

の
境
地
を
「
中
道
」
あ
る
い
は
「
中
」

善
導
大
師
遠
忌
・

と
申
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
彼
岸
の
本
質

的
な
内
容
で
あ
り
、
一
切
の
片
寄
っ
た

見
解
（
み
か
た
）
や
、
一
方
的
な
行
為

を
拒
否
し
、
あ
ら
ゆ
る
偏
執
（
と
ら
わ

れ
）
を
超
え
た
中
道
の
境
地
に
安
養
浄

土
の
世
界
が
現
れ
ま
す
。
そ
し
て
釈
尊

は
、
苦
行
主
義
で
も
な
け
れ
ば
享
楽
主

義
で
も
な
い
般
若
の
智
慧
を
、
中
道
の

道
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
彼
岸
は
祖
先
の
心
で
あ
り
、
如
来
大

悲
の
善
巧
に
由
る
と
う
け
と
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
誠
心
（
ま
ご
こ
ろ
）
を
こ

め
て
、
秋
季
彼
岸
供
養
に
励
み
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
秀
善
）
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然
上
人
降
誕
法
要

　　

　　

　　

　　

　
近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
浄
土
宗
近
畿
地
方
教
化
セ
ン
タ
ー
（
漆
　
　
導
大
師
の
一
千
三
百
年
ご
遠
忌
と
法
然
上

　
　
間
純
成
委
員
長
）
で
は
、
近
く
迎
え
る
善
　
　
　
人
ご
降
誕
八
百
五
十
年
慶
讃
法
要
を
、
一

欝

謬

　
　
ザ
〆
触

篭

ン

般
檀
信
徒
に
認
識
し
て
も
ら
お
う
ど
、
垂

れ
幕
を
作
製
し
た
。
タ
テ
一
九
〇
仕
・
×
ヨ

コ
四
〇
紬
．
、
白
の
木
綿
地
の
こ
の
垂
れ
幕

は
、
一
一
種
類
用
意
さ
れ
、
一
つ
は
同
セ
ン

タ
ー
名
記
入
の
も
の
（
写
真
）
、
他
方
は
こ

の
箇
所
が
無
地
で
、
各
寺
院
の
名
称
が
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
畿
内
各
寺
院
に
配
布
、
掲
示
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
佳
辰
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
道
俗
一
致
し
て
こ
の
記
念
事
業
を

達
成
す
る
た
め
、
ひ
ろ
く
活
用
下
さ
る
よ

う
内
外
各
寺
院
に
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

器
季
葦
高
祖
善
導
大
師
一
三
〇
〇
年
遠
忌

昭
和
季
葦
元
祖
法
然
よ
人
降
誕
八
五
〇
隼
慶
讃

教化センター

霧

　
入
用
希
望
の
む
き
は
、

寺
町
十
一
・
九
品
寺
中
・

方
教
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

円
（
送
料
別
）
．

　
　
ん

　
　
、
《
　
　
～
　
　
』
　
！
㌧
一

気
づ
　
　
“
＼
8
涯
．

大
阪
市
北
区
東

浄
土
宗
近
畿
地

頒
価
一
幅
一
千

〆
　
〆
、
・

　
こ
こ
一
二
月
ほ
ど
の
間
に
、
送
ら
れ
て

き
た
寄
贈
図
書
か
ら
、
読
書
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
い
二
、
三
の
書
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

す
ば
ら
し
き
復
活
苗
中
一
良
着

　
癩
に
犯
さ
れ
て
三
十
年
、
死
闘
の
末
、

奇
跡
的
に
全
快
、
社
会
復
帰
を
果
し
た

鈴
木
重
雄
の
全
人
生
を
綴
る
。
二
δ

O
円
。
す
ば
る
書
房
刊
（
東
京
都
文
京

区
水
道
一
ー
五
ー
二
四
）

生
き
る
限
り
（
野
島
宣
道
著
）

　
本
紙
俳
句
欄
選
者
と
し
て
お
な
じ
み

の
著
者
が
書
き
た
め
た
布
教
法
話
集
。

一
三
〇
〇
円
。
探
究
社
刊
（
京
都
市
東

山
区
清
閑
寺
山
ノ
内
町
四
六
ノ
五
　
中
住

ビ
ル
三
F
）

嵯
峨
野
誓
願
ノ
ー
ト
（
長
沢
普
天
編
）

　
嵯
峨
野
清
涼
寺
に
備
え
ら
れ
て
い
る

「
誓
願
ノ
ー
ト
」
か
ら
抜
葦
し
た
若
者

た
ち
の
心
情
吐
露
集
。
八
五
〇
円
。
地

産
出
版
刊
（
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
1

12

18）

田
中
木
叉
上
人
遺
文
集
（
藤
堂
俊
章
編
）

　
弁
栄
聖
者
の
直
系
で
あ
る
木
叉
上
人

の
歌
と
教
話
を
集
め
た
も
の
。
光
明
修

養
会
刊
（
神
戸
市
葺
合
区
生
田
町
二
1
2
6

東
極
楽
寺
内
）

花
び
ら
の
心
（
高
橋
良
和
著
）

　
生
き
る
喜
び
を
中
心
と
し
て
女
性
向

け
に
綴
っ
た
児
童
文
学
者
の
随
想
集
．

一
〇
〇
〇
円
。
探
究
社
刊
（
前
出
）

　
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と

し
て
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
知
恩
院
を
は

じ
め
伊
勢
や
伊
賀
の
両
教
区
な
ど
、
各
地

で
恒
例
の
よ
い
子
の
た
め
の
研
修
会
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
な
か
で
も
、
山
口
教
区
で
は
、
教

区
を
あ
げ
て
よ
い
子
の
集
い
を
開
き
、
七

月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
に
至
る
ま
で
県

下
の
大
島
町
源
空
寺
で
百
二
十
名
、
大
和

町
浄
国
寺
で
百
名
、
菊
川
町
の
願
王
寺
で

六
十
名
、
福
栄
村
の
願
行
寺
で
五
十
名
な

ど
、
い
ず
れ
も
定
員
突
破
の
計
五
百
名
に

及
ぶ
参
加
者
が
あ
っ
た
。
加
藤
立
善
教
区

長
が
大
会
会
長
、
井
藤
哲
然
教
化
団
長
が

副
会
長
を
つ
と
め
、
浄
土
｛
奎
目
年
会
員
、

寺
庭
婦
人
会
員
、
教
区
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
の
先
生
た
ち
、
そ
れ
に
檀
信
徒
の
み

な
さ
ん
も
奉
仕
し
て
、
二
泊
三
日
の
研
修

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ミ
ッ
チ
リ
と
消
化
し

た
が
、
参
加
の
小
・
中
学
生
か
ら
も
非
常

な
感
激
が
寄
せ
ら
れ
た
模
様
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
け
る
児
童
教
化
の
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。


